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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はヨコナダニ類のフェロモンを対象としている。
　ケナガコナダニの警報フェロモンとして蟻酸ネリルが同定されラまた，近縁の4種のダニ（ムギ
コナダニ，サトウダニヨコオノホシカダニおよびコナヒョウヒダニ）からはラ警報フェロモンとし
てシトラールが同定されている。本研究はこれらのフェロモンに関する知見をさらに発展させたも
のである。
　まず，上詞後4者より同定されたシトラールが，ケナガコナダニにも存在することを示した。す
なわちヨガスクトマトグラフ法（以下G　L　Cと略す）でシトラーノレの1成分ネラールが蟻酸ネリル
と同一のt。を示すことからネラールの存在を否定しえぬことヲシトラールの分泌腺の同定試薬P岨pa1d
（4一アミノー3一ヒドラジノー5一メルカプトー1，2ラ4一トリアゾール）．で処理すると側胞
腺が着色されることから。ケナガコナダニにおいてもシトラールが存在すると予想した。そこでヨ
ケナガコナダニの培養物より飽和食塩水でダニを浮遊させて分離しヨ虫体約20c㎡を得ヨこれを50聰1
のペンタンで抽出した。ペンタン溶液をWid㎜erカラムで濃縮しうケイ酸カラムクロマトグラフィー
に吸着させ。ペンタンーテーテノレ混液（20：1）および同じく（10：1）で溶出した。G　L　C分析に
よりう20：1溶出部に蟻酸ネリルを単一ピークとして検出しヨ10：1溶出部にシトラーノレに相当す
るピーク2個を検出した。3成分が完全に分離するGLC分析条件（PEC－20MうG－SCOTカ
ラム，20m×O．20㎜，FFAP　G－SCOTカラムラ20m　xO．201㎜ヨ10ぴC）で精査した結果ラ両溶出
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部は互いに共通する成分を含まず争それぞれヨ蟻酸ネリル（130μg）ラネラール（4．2μg），ゲラニ
アール（7μg）と同定された。従ってヨケナガコダニは、蟻酸ネリルの約1／12量のシトラールを
含有することヨネラーノレとゲラニアーノレとの存在比が38：62であることが示された。なお，警報フェ
ロモンとしての活性はヨ蟻酸ネリルに対し，ネラールが1／10ラゲラニアールが1／100であった。従っ
てケナガコダニでは。他の4種のダニにおけると異なり，シトラールの警報フェロモンとしての機
能は副次的であると考えられた。
　つぎにラ上記コナダニ5種の粗抽出物または体液を口紙片（5x5㎜）に含ませヨ警報フェロモ
ン活性をみる生物試験を行っていたところ，コオノホカダニの抽出物および体液に対しては，5種
のダニのうちコナヒョウヒダニを除く4種はヨー旦逃避したのちヨロ紙片に強く集合することを観
察した。そこで集合フェロモンの存在を予想しヨそれを単離することを試みた。
　コオノホシカダニの虫体4c㎡をヘキサンで浸漬抽出しヨ全量を5㎜且としてからヨ4．5脳1をケイ酸カ
ラムクロマトグラフィーに処した。ヘキサンから工一テルまでの混合溶媒系で段階的に溶出した。
各溶出液を5㎜1に濃縮したのちヨ分離前の保存液と共に口紙片に含ませて生物試験した。警報フェ
ロモン活性はヘキサン：工一テル：10：！溶出部に，集合フェロモン活性は20：1溶出部に検出さ
れた。
　この集合フェロモン活性分画は，コオノホシカダニのみならずヨサトウダニラムギコナダニ、ケ
ナガコダニにも顕著な活性を示した。またラコオノホシカダニ以外のダニ抽出物からは，この活性
分画は得られなかった。取り扱いおよび反応の観察しやすさから以降ヲサトウダニを生物試験に使
用した。
　集合フェロモンはつぎのように単離した。ダニの十分に繁殖した粉状の培養物（容積で2．71）を
ヘキサン抽出しラ抽出物を，ケイ酸カラムうSephadex　LH20カラム。分取薄層プレートを用いて
7～8段階の工程で精製し害最終的にラ薄層クロマトグラムで単一スポツト（ケイ酸一ベンゼンR。＝
0．29）ヨG　L　C単一ピーク（15％P　E　G－20M140℃雪t。＝3．4分）の油状物質（20．8㎎）を単離
した。フェロモン活性物質は虫体より培地に多く蓄積していた。活性を示す最小濃度は0．1卿であっ
た。
　単離フェロモンは雪E　I一質量分析およびメタンを用いたC　I一質量分析で、それぞれ、m／z196
および197の最大質量イオンピークを与えた。そこで，分子量を196とした。ヱ3C－NMRで少なく
とも14本のシグナルを与え，15個以上の炭素の存在が予想された。2本のシグナノレは，エステルカ
ルボニル炭素ヨアルコール性炭素と同定された。ヱH－NMRでは，δ値，8．85（1H，s），5．12（1
Hヨbmad）ラ1，264（3Hヨdoub1et）ヨ1，257（broad）およびO．8～O．9（メチル基）にシグナルを
与えた。5．12と1，264のシグナルにはカップリングを認めた。これらの結果より、アルキノレメチノレ
カルビノールの蟻酸エステルを推定した。以上を総合しう分子量五96はヨCエ1H。。○。の分子式を有する
と仮定してみたが言CMRの結果とは矛盾した。しかしラ蟻酸エステルから蟻酸が質量分析の際に
脱離したとすればラm／z196を与える炭化水素の分子式はC1．H。。となり、本来の分子式C玉。H。。○。とな
りヨC　N　Rの結果とも矛盾しないことを知った。そこで，このことを証明するために、標準化合物
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としてラ6ラ10一ジメチルドデカンー2一オールの蟻酸エステルを合成しラE　IおよびC　I一質量
分析に処したところラ分子イオンm／z2遜2は検出できなかったが。予想通り，それぞれ196および
197のm／Zを与えた。つぎに蟻酸の脱離したあとの不飽和炭化水素の炭素骨格を決定した。すなわ
ちヨフェロモンをラ加水分解ヨ酸化、Wo1f－kishener反応に処して炭化水素を得た。この炭化水素の質
量スペクトルはラ㎜／z198の分子イオンを与えなかったがヨ㎜／z155ヨ127雪113ヨ85，71および
43を与え。一義的に4，6ラ8一トリメチルウンデカンと同定された。以上の結果を総合して、コ
オノホシカダニの集合フェロモンは、4ヨ6，8一トリメチノレウンデカンー2一オールの蟻酸エス
テルと同定された。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は、解明の遅れているダニ類のフェロモンに関する研究の一環として行われたものでヨ第
一に警報フェロモンの機能を有するシトラールをケナガコナダニより分離同定した。さらに興味あ
る対象として，コオノホシカダニより、7～8段階の精製工程を経由して単一の状態に分離した。
これらの微量活性物質を単離しラフェロモンの存在を確証したことは，本研究のひとつの特徴とい
える。特に，ダニ類における集合フェロモンの存在の証明は，本研究が最初である。ついで。機器
分析および化学反応を巧みに組合わせてヨフェロモンの構造を推定した。これは。本研究の別の特
徴である。これらの知見は，ダニ類の化学生態学の立場から注目すべきものであり，食品害虫とし
てのコナダニの防除法の開発に寄与するものと期待される。
　よってラ著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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